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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光を照射可能な発光部と、この発光部の上方に設けられ、発光部からの光を上方へと導
く導光部と、この導光部の上端に設けられ、導光部によって導かれた光を、水平面に対し
て外向きに傾斜する反射面で照明装置の外側方に複数方向で反射する反射部とを備え、
　前記発光部は、歩行面より下方に設けられ、
　前記導光部は、消灯状態で、この導光部を通して背景を視認することができる透光性材
料により、上下方向に延びる角柱状に形成される一方、
　点灯状態で、前記発光部から略真上に発射された光は、前記透光性の導光部内を真っ直
ぐ上方に進み、前記反射部によって前記外側方へと反射され、
　前記発光部から斜め上方に発射された光は、前記透光性の導光部内を、透光性の導光部
の大気との境界面である周面でほぼ全反射されながら進み、前記反射部によって前記外側
方へと反射されるとともに、
　前記発光部から斜め上方に発射された光のうちの一部が、大気との境界面である周面か
ら、外部の大気の方向に進行することによって、ぼんやりと発光するようになることを特
徴とする演出用照明装置。
【請求項２】
　前記発光部は、ＬＥＤ発光素子と、このＬＥＤ発光素子を収納する筐体とを有すること
を特徴とする請求項１に記載の演出用照明装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、演出用照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、主に屋外に設置される演出用の照明装置が知られている（例えば、特許文献
１）。この電子装飾具（照明装置）は、複数のＬＥＤ発光素子を面状に配した発光部と、
ＬＥＤ発光素子と所定の距離をおいて設けられる表面が凹凸状の透明な光拡散板とを備え
たものである。そして、発光部の個々のＬＥＤ発光素子の点滅を制御部で制御することに
より、例えば炎の強弱や、風による炎の動き等を表現することができるようになっている
。
【特許文献１】特開２００６－７９８９７号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、特許文献１のような照明装置では、消灯時である昼間等に装置自体が目
立ち過ぎるため、当該装置の存在により景観が損なわれる可能性がある。
【０００４】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであり、消灯時に目立たず
、その存在により景観が損なわれることのない演出用照明装置を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　請求項１の発明は、光を照射可能な発光部と、この発光部の上方に設けられ、発光部か
らの光を上方へと導く導光部と、この導光部の上端に設けられ、導光部によって導かれた
光を、水平面に対して外向きに傾斜する反射面で照明装置の外側方に複数方向で反射する
反射部とを備え、前記発光部は、歩行面より下方に設けられ、前記導光部は、消灯状態で
、この導光部を通して背景を視認することができる透光性材料により、上下方向に延びる
角柱状に形成される一方、点灯状態で、前記発光部から略真上に発射された光は、前記透
光性の導光部内を真っ直ぐ上方に進み、前記反射部によって前記外側方へと反射され、前
記発光部から斜め上方に発射された光は、前記透光性の導光部内を、透光性の導光部の大
気との境界面である周面でほぼ全反射されながら進み、前記反射部によって前記外側方へ
と反射されるとともに、前記発光部から斜め上方に発射された光のうちの一部が、大気と
の境界面である周面から、外部の大気の方向に進行することによって、ぼんやりと発光す
るようになることを特徴とするものである。
【０００８】
　請求項２の発明は、請求項１に記載の演出用照明装置において、前記発光部は、ＬＥＤ
発光素子と、このＬＥＤ発光素子を収納する筐体とを有することを特徴とするものである
。
【発明の効果】
【０００９】
　請求項１の発明によれば、発光部を歩行面より下方に設けたので、歩行者からは発光部
が直接見えず、歩行面から導光部が直に立ち上がっているように見える。そして、さらに
、導光部を透光性材料で構成したので、消灯状態である昼間には、導光部を通して背景を
視認することができ、当該導光部の存在を希薄にすることができる。これらのことから、
消灯状態の照明装置を十分目立ちにくくすることができるので、その存在により景観が損
なわれるのを防ぐことができる。
【００１０】
　また、上記構成によれば、歩行者が発光部を視認しようと照明装置に近寄って覗き込ん
だ場合に、歩行者と発光部との間に導光部が配されるため、発光部を視認しにくくなって
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いる。これによっても、照明装置の存在による景観阻害を抑えることができる。
　さらに、例えば円柱のように側面が丸みを帯びた形状の導光部の場合と比べて、導光部
を通しての背景に歪みが発生しにくくなるので、照明装置をより目立ちにくくすることが
できるようになる。
【００１１】
　また、導光部によって導かれた光を反射面で照明装置の外側方に効率良く反射すること
ができるので、点灯時に周辺を明るく照らすことができるようになる。また、この場合、
照明装置の点灯時の印象と消灯時の印象とを大きく異ならせることができるようになるの
で、より演出性を向上させることができるようになる。
【００１３】
　請求項２の発明によれば、ＬＥＤ発光素子を用いたので、照明装置を小型化することが
できる。また、この場合、筐体内部に防水用のシリコーン樹脂等を充填することが可能に
なるので、例えば発光部を地中に埋設する場合に、筐体内の結露を懸念する必要がなくな
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて説明する。
【００１５】
　図１は、本発明の一実施形態による演出用照明装置の全体構成を示した斜視図であり、
図２は、図１に示した演出用照明装置の正面断面図である。
【００１６】
　本実施形態の演出用照明装置１００は、屋外に設置可能なように構成されており、夜間
に点灯して周囲を照らすことで演出効果を得るものである。そして、当該照明装置１００
は、昼間は消灯状態となっている。
【００１７】
　この演出用照明装置１００は、図１に示すように、地面（歩行面）１０１より下方に位
置するように地中に埋設される発光部１と、発光部１の上方に設けられる導光部２と、導
光部２の上端に設けられる反射部３とを備えている。
【００１８】
　発光部１は、上方に向けて光を照射可能なように構成されており、図２に示すように、
光源としてのＬＥＤ発光素子１１と、このＬＥＤ発光素子１１を収納する筐体１２とを有
している。
【００１９】
　筐体１２の上面には、ＬＥＤ発光素子１１の光を通過させるための開口１２ａが設けら
れており、この開口１２ａを覆うように導光部２が配設されている。なお、上記開口１２
ａにガラス板等の透光性の板材を嵌め込んで筐体１２の上面を塞ぐとともに、この板材の
上面と導光部２の下端面とを接着剤により固定するようにしてもよい。この場合、アクリ
ル樹脂等の透光性に影響を与えにくい樹脂性接着剤を用いるのが好ましい。
【００２０】
　また、光源としては、上記ＬＥＤ発光素子１１以外の例えば蛍光灯等を用いることもで
きる。
【００２１】
　また、図示しないが、筐体１２内には、コネクタ等の給電部品や、この給電部品に電力
を供給する電源回路等が収納されており、筐体１２を貫通する配線によって前記電源回路
に電力が供給されるようになっている。
【００２２】
　導光部２は、発光部１からの光を上方の反射部３へと導くためのものである。この導光
部２は、上下方向に延びる中実な四角柱状に形成されており、その下部が地中に埋没する
態様となっている。このため、歩行者からは、導光部２が地面１０１から直に立ち上がっ
ているように見える。
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【００２３】
　また、本実施形態の導光部２は、透光性材料、例えばガラス等の無機材料や、アクリル
樹脂、ポリカーボネート樹脂等の有機材料により構成されている。このように導光部２を
透光性材料で構成することによって、当該照明装置１００の消灯状態で、導光部２を通し
て背景を視認することができ、当該導光部２の存在を希薄にすることができる。
【００２４】
　また、導光部２は、発光部１に連結されるその下端が水平な切断面となっているととも
に、反射部３に連結されるその上端が反射部３の下面（後述する一対の反射面３１）と密
接するように正面視で略Ｖ字の切断面となっている。
【００２５】
　なお、導光部２は、上記の四角柱状以外に、例えば三角柱状等の多角柱状、円柱状、半
円柱状、さらには球状等、任意の形状のものを選択可能であるが、円柱状のように側面が
丸みを帯びた形状の場合には、導光部２を通しての背景が歪むことから、景観保護の観点
では、丸みのない角柱状であることがより好ましい。ただし、意図的に背景に歪みを演出
する場合には、丸みを帯びた形状の導光部であってもよい。
【００２６】
　また、導光部２は、中実構造のみならず、中空構造のいわゆる角筒状や円筒状等であっ
てもよい。
【００２７】
　また、導光部２の外周面や、導光部２が中空構造の場合にはその内周面に、配光制御の
ための塗装、凹凸処理、それらを施した光学制御シートの貼付等を行ってもよい。このよ
うに構成すれば、発光部１からの光をグラデーションさせたり、その輝度の濃淡をランダ
マイズさせたり、より演出性に富んだ照明環境を提供することができるようになる。
【００２８】
　反射部３は、正面視で略Ｖ字状に形成されており、導光部２によって導かれた光を側方
に反射するものである。この反射部３は、水平面に対して互いに反対側にかつ外向きに傾
斜する一対の反射面３１を有しており、これらの反射面３１によって当該照明装置１００
の両側方を重点的に照らすことができるようになっている。
【００２９】
　このような反射部３は、樹脂基板にアルミニウムを蒸着させた汎用のものを用いること
ができる。
【００３０】
　また、反射部３は、導光部２の略Ｖ字の上端面に、透光性に影響を与えにくいアクリル
樹脂等の樹脂性接着剤により接着されている。
【００３１】
　次に、上記構成の演出用照明装置１００の点灯時および消灯時の各態様について説明す
る。
【００３２】
　点灯時には、発光部１からの光は、導光部２を通って反射部３に到達し、反射部３の一
対の反射面３１によって当該照明装置１００の両側方へと反射される。
【００３３】
　具体的には、図２に示すように、ＬＥＤ発光素子１１から略真上に発射された光ａは、
導光部２内を真っ直ぐ上方に進み、反射部３の一対の反射面３１によって照明装置１００
の両外側方（図２では左右外側方）へと複数方向で反射される。また、ＬＥＤ発光素子１
１から斜め上方に発射された光ｂは、導光部２内を、導光部２の周面（大気との境界面）
でほぼ全反射されながら進み、反射部３の一対の反射面３１によって照明装置１００の両
外側方へと反射される。なお、図示しないが、上記光ｂのうちの一部が、導光部２の周面
（大気との境界面）から外部の大気の方向に進行することによって、四角柱状の導光部２
がぼんやりと発光するようになる。
【００３４】
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　一方、消灯時には、透光性材料からなる導光部２を通して背景を容易に視認することが
でき、当該導光部２の存在が希薄になることから、照明装置１００が十分目立たなくなっ
ている。
【００３５】
　また、歩行者が発光部１を視認しようと照明装置１００に近寄って発光部１に視線を向
けた場合、歩行者と発光部１との間に導光部２が配されているため、歩行者が発光部１を
視認しにくくなっている。
【００３６】
　本実施形態では、上記のように、発光部１を地面１０１より下方に設けたので、歩行者
からは発光部１が直接見えず、地面１０１から導光部２が直に立ち上がっているように見
える。そして、さらに、導光部２を透光性材料で構成したので、消灯状態である昼間には
、導光部２を通して背景を視認することができ、当該導光部２の存在を希薄にすることが
できる。これらのことから、消灯状態の照明装置１００を十分目立ちにくくすることがで
きるので、その存在により景観が損なわれるのを防ぐことができる。
【００３７】
　また、上記構成の照明装置１００では、歩行者が発光部１を視認しようと照明装置１０
０に近寄って覗き込んだ場合に、歩行者と発光部１との間に導光部２が配されるため、発
光部１を視認しにくくなっている。これによっても、照明装置１００の存在による景観阻
害を抑えることができる。
【００３８】
　なお、上記構成の照明装置１００では、導光部２の透光性が十分に高い場合には、反射
部３が宙に浮いたように錯覚して見えることも考えられ、これを利用すれば、当該照明装
置１００の意匠性を向上することが可能になる。
【００３９】
　また、本実施形態では、上記のように、水平面に対して外向きに傾斜する反射面３１を
有する反射部３を導光部２の上端に設けることによって、導光部２によって導かれた光を
反射面３１で照明装置１００の外側方に複数方向で効率良く反射することができるので、
点灯時に照明装置１００周辺を明るく照らすことができるようになる。また、この場合、
照明装置１００の点灯時の印象と消灯時の印象とを大きく異ならせることができるように
なるので、より演出性を向上させることができるようになる。
【００４０】
　また、本実施形態では、上記のように、導光部２を上下方向に延びる角柱状に形成する
ことによって、例えば円柱のように側面が丸みを帯びた形状の導光部２の場合と比べて、
導光部２を通しての背景に歪みが発生しにくくなるので、照明装置１００をより目立ちに
くくすることができるようになる。
【００４１】
　また、本実施形態では、上記のように、光源としてＬＥＤ発光素子１１を用いたので、
照明装置１００を小型化することができる。また、この場合、筐体１２内部に防水用のシ
リコーン樹脂等を充填することが可能になるので、筐体１２内の結露を懸念する必要がな
くなる。
【００４２】
　なお、上記実施形態では、演出用照明装置１００を屋外に設置した場合について説明し
たが、これに限らず、当該照明装置１００を屋内に設置することも可能である。この場合
、発光部は歩行面である床面の下方に設けられ、歩行者からは導光部が床面から直に立ち
上がっているように見える。
【００４３】
　また、上記実施形態では、正面視で略Ｖ字状の反射部３を設ける例について示したが、
これに限らず、図３に示すように、逆四角錐状の反射部４を設けてもよい。この場合、導
光部２によって導かれた光を、反射部４の外向きに傾斜する４つの反射面４１で４方に効
率良く反射させることができるようになる。
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【００４４】
　また、図４に示す参考例のように、逆円錐状の反射部５であってもよい。この場合、導
光部２によって導かれた光を、反射部５の外向きに傾斜する反射面５１で周囲に一様に反
射させることができるようになる。
【００４５】
　また、図５に示す参考例のように、略平板状の反射部６であってもよい。この場合、導
光部２によって導かれた光を、反射部６の下面６１で乱反射させることで周囲を一様に淡
く照らすことができるようになる。
【図面の簡単な説明】
【００４６】
【図１】本発明の一実施形態による演出用照明装置の全体構成を示した斜視図である。
【図２】図１に示した演出用照明装置の正面断面図である。
【図３】変形例による反射部を示した斜視図である。
【図４】参考例による反射部を示した斜視図である。
【図５】参考例による反射部を示した斜視図である。
【符号の説明】
【００４７】
１　発光部
２　導光部
３，４，５，６　反射部
１１　ＬＥＤ発光素子
１２　筐体
３１，４１，５１　反射面
１００　演出用照明装置
１０１　地面（歩行面）
【図１】 【図２】
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